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相関係数

A2p21063 光山 徹

相関係数の性質

相関係数rは、常に－１≦r≦１の範囲をとる

r＝０ 無相関

０＜r≦１ 正の相関、順相関

r＝１のとき正の完全相関

－１≦r＜０ 負の相関、逆相関

r＝－１のとき負の完全相関

相間係数の解釈

相間係数の大きさと関連性の目安

極めて大きい０．９以上～１．０未満

ある０．７以上～０．９未満

ややある０．５以上～０．７未満

ほとんどない０．２以上～０．５未満

ない０．０以上～０．２未満

関連性rの値

回帰分析の留意点

一対のデータがあれば相関関係の有無
にかかわらず、回帰母数は無条件に計
算できる

アンスコブ（Anscombe）教訓的問題 時差相関係数（１）

時差相関：時差をおいて変動する時系列
データ間の相関

時差相関係数
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時差相関係数（2）

時差相関係数r(L)を求める算式
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同時相関と時差相関の計算
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